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シンポジウムに参加して、
国の医療政策を
理解できましたか
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シンポジウムの内容は、
今後医療機関を選択する際の
参考となると思いますか

　当院では、「医療機関の機能分化」を推進する国の方針に鑑み、「紹介・
逆紹介」を通じて地域の開業医の先生方との連携を強化しています。こ
れにより、患者さんに紹介状の持参や、別の病院での受診をお願いする
場合があり、そのことに不安や疑問を抱える方もいらっしゃいます。
　そこで、地域の皆さんに、今後の医療に対する国の考え方を理解して
いただき、ご自身やご家族にとって、今後どのように医療を受けていただ
くのがいいのかを考えるシンポジウムを、昨年11月30日に、旭市の飯岡
ユートピアセンターで開催しました。参加者は262名でした。
　千葉県健康福祉部からの基調講演に続き、行政、市民、医師会、当院がそれぞれの立場から意見交換を行いました。
ここに、各パネリストの意見の抜粋と、参加者のアンケート結果をご紹介します。

千葉県健康福祉部・保健医療担当部長：古元 重和氏
　国が推奨する「地域包括ケアシステム」を推進するには、住民の皆さん、病院、診療所、介護・福祉サービス事業者、
市町村、都道府県・国のそれぞれが役割を担わなければなりません。住民の皆さんの役割は、病気にならないようにし
て、限りある医療資源・サービスを分け合っていただくことです。国や県は財源の確保、機能分担の推進、人材の育成に
尽力していきます。

医事評論家：行天 良雄氏
　国民皆保険をはじめとした日本の医療制度は、世界でも他に類を見ない素晴らしいものですが、財政上は破たん寸前
です。この制度をこれからも維持するためには、国民それぞれが医療機関の受診のしかたなどを工夫して、支えていかな
くてはなりません。

旭市医師会 江畑医院院長：江畑 稔樹氏
　当地域は旭中央病院による「病院完結型医療」が定着していて、その習慣を変えるのは難しいかもしれませんが、旭中
央病院の約250名の医師と、旭市医師会の25名の開業医が紹介状を「潤滑油」として利用しながら地域住民に医療と介
護を提供し、この地を「安心して医療が受けられる故郷」に育てたいと思います。

市民代表・旭市区長会長：新行内 正巳氏
　旭市民として、旭中央病院をここまで作り上げた自負を持つとともに、他人への思いやりも持ち、国の制度も理解した
うえで、病院の受診の仕方を考えたいと思います。

旭市副市長：加瀬 寿一
　国の提唱する方針に沿って、旭市も取り組みを
進めています。

旭中央病院 病院長：田中 信孝
　これからは、これまでの受療パターンに「かかり
つけ医」を加えていただき、病院とかかりつけ医の
「二人主治医制」という考え方で医療を受けていた
だきたいと思います。旭中央病院は、今後も高度
急性期医療に特化していきますので、今後とも、紹
介・逆紹介にご協力ください。

こもと しげかず
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しんぎょううち ま さ み

「患者さんがより良い医療を受けるためのシンポジウム」が
開催されました
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